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〔論文審査の要旨〕 
本論文は，自動車用薄鋼板溶接時の大きな課題となっている「亜鉛めっき鋼板に対する溶接

性向上」と「高張力鋼板に対する溶接性向上」の 2 項目について，新しいアイデアを発想・適

用して取り組んだものであり，学術的・工学的に大変優れた研究成果が纏められている。 
 あらがきでは，2 編で構成される本論文の背景・研究概要を説明している。 
 第 1 編第 1 章では，「亜鉛めっき鋼板に対する溶接性向上」の背景と，関連するこれまでの

研究成果を引用して詳細に説明し，提案・検討したレーザ加熱変形前処理技術の概要を説明し

ている。第 2 章では，供試材料および実験方法について詳細に述べている。第 3 章では，レー

ザ加熱変形前処理時の各パラメータが変形量に及ぼす影響を詳細に調査し，適正条件の導出な

らびに前処理後の溶接性の評価を実施している。第 4 章では，本手法の実機適用を目指し，前

処理ビードの寸法・配置について検討し，その後の溶接性を調査している。第 5 章では，第 1
編で得られた成果の概要を述べている。 
 第 2 編第 1 章では，「高張力鋼板に対する溶接性向上」の背景と，関連するこれまでの研究

成果を引用して詳細に説明し，提案・検討したホットワイヤ・レーザ溶接技術の概要を説明し

ている。第 2 章では，供試材料および実験方法について詳細に述べている。第 3 章では，高張

力薄鋼板重ねすみ肉継手に対して，ホットワイヤ・レーザ溶接の適正条件の導出を詳細に検討

している。第 4 章では，ホットワイヤ・レーザ溶接による高張力鋼板重ねすみ肉継手の静的強

度向上を詳細に検討している。第 5 章では，ホットワイヤ・レーザ溶接による高張力鋼板重ね

すみ肉継手の疲労強度向上を詳細に検討している。第 6 章では，第 2 編で得られた成果の概要

を述べている。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


